
              

 

    

       

               

 

校長 大森 富美雄 

 

 この「春号」が発行されるのは５月の下旬頃だと思います。新緑のきれいな時期ですね。

きれいな花もたくさん咲いているでしょう。 

 おかげさまで、私も４年目の校長のあいさつの原稿を書くことができたので、この機会に

過去３年間の文章を改めて読み直してみました。 

着任１年目は、学校全体がよりよい姿に向かうよう、みんなの力で少しずつ進みましょう、

という内容でした。２年目は、自分がこれまでできなかったことに（生徒の皆さんも私も）

チャレンジをして、常に成長し続けましょう、という呼びかけ。そして、去年は「お客様は

神様です」という言葉を取り上げて、「働くという行為そのものが世の中の役に立っている」

という考えを述べていました。 

さて、今年の学校だよりですが、お伝えしたい内容は、開校１０周年ということ以外は過

去３年間とほぼ同じです。 

 ただ、２年前に生徒に「一緒に成長し続けよう！」と言ってい

た自分が、年々体力がなくなり（身長も縮んできて…）、昨年度末

には「自分はまだ成長できるのかな？」と、疑問をもち始めてい

ました。 

 そんな気持ちのまま迎えた始業式の朝、体育館で新２年・新３年の前に立った瞬間、３月

の皆さんとは明らかに顔つきが違うことを実感しました。たった数日間で、誰もが「２年

生の顔」「３年生の顔」になっていたのです。これには勇気づけられました。人は自らの中

に「成長しよう」という意思と力があり、そのことを忘れさえしなければ、何歳になっても

伸び続けられると感じたのです。年度当初の、ほんの数分の出来事でしたが、生徒の皆さん

から、とても大切なことを教えられました。 

 私が教えられたように、二つ橋が成長し続けるためには生徒の皆さんのこの力が何より

必要なのだと思います。まずは、１０周年となる今年度、皆さんの成長と活躍を期待します。

１年間、よろしくお願いします。 
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○１年生 

巷では米国大統領候補に関する話題が連日注目を集めていますが、４月の学校職員室では今年の１年

生はどうなのか？という話が多く聞かれます。私は１学年の主任なので、「いいですか？１年がとても大

事ですよ」「今年の１年は○○ですね」など、なにかにつけて話題を振られます。○○は、４月はマイナ

ス面が多く聞かれましたが、５月になって少しずつ評価がよい方に逆転してきました。よく話を聞く、

集中力がある、というものです。人間は中身が肝心とよく言われますが、多くの人は外見で判断すると

いうのも事実です。制服をキチッと着ることに慣れる。家を出るときに一声かけられるだけでも学校生

活に大きな影響を与えます。 

 

○２年生 

２年生の春は生徒達にとって、大変充実した時季になります。新学期を新しいクラスの仲間と新鮮な

気持ちでスタートさせ、目前にせまった修学旅行の計画・準備。同時進行で前期現場実習の学習が始ま

り、修学旅行から帰ってくると順次実習が始まります。修学旅行のスローガンは「５１人の仲間と共に

いざ北海道！」。１年間共に努力をしてきた生徒達に仲間意識が根付いている様子。

喜ばしいことです。その後に控える現場実習へも、気持ちを上手に切り替え向かっ

ていってほしいと思います。いずれにしても体調を万全に、生徒それぞれが身に付

けてきた力を発揮し、大きく成長できる期間であってほしいと願っています。 

 

○３年生 

 4 月になり、「リスタート」がスムーズにいくためには「素直な気持ち」と「2 年間の経験」が大切だ

という話をしました。3 年生になったのでさまざまなレベルアップを期待しています。「あいさつ」「時

間を守る」「聞くときの姿勢」の 3 つを月間目標にしていますが、立ち止まってのあいさつが身に付いて

きました。3 年生の成長を改めて感じる毎日です。5 月からは現場実習が始まり、あっというまに 1 年

間が終わってしまいそうな予感がしますが、二つ橋での最後の学校生活を大切に過ごしてほしいと思っ

ています。 

 

○保健室から 

新年度が始まり 1 か月が過ぎました。連休も終わり、疲れが出て体調を崩しやすくなっていると思い

ます。その日の体調を理解し、不調を感じるようであれば、休養をとるようにするなど、体調を壊す前

にコントロールできるようにしていきましょう。保護者の方も、朝や学校から帰ってきた時のお子さん

の様子をみていただきますようお願いします。 

 

○セクハラ窓口 

 横浜市では、各学校にセクシャルハラスメントに関する担当を置くこととなっています。今年度の校

内相談窓口は、主幹教諭 佐保田洋一教諭、生徒指導 田本木綿子教諭、養護教諭 斎藤 亮子教諭で

す。どうぞお気軽にご相談ください。TEL：（０４５）３９１－２１３１ 

なお、教育総合相談センターの一般教育相談も、セクハラ相談窓口として利用できます。 

TEL：（０４５）６７１－３７２６ 

「横浜市立二つ橋高等特別支援学校Webサイト」  

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/futatsubashikoto/ 
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